
校章の由来 

 学校は、旧幌向川を境として江別市に隣接するところに位置し、岩見沢市の最南端にあり

ます。 

 むかし、いたるところに波静かな流れと湖沼があってサケやマスが豊富にとれたところか

ら、アイヌはここをポロ・オ・ムイとよびました。 

 このことから校章にポロのかしら文字Ｐをとり、中央に現在の「幌」をあらわしました。 

星は、北極星まで、北海の地に心身すこやかに、そして高い理想に向かって育つことを意味

しています。 

 

校章が制定されるまで（森沢 清信 氏 談） 

  私達の在校時代には、校章はなく、男生徒の帽章は桜花の中に「学」や「尋」と入ったも

の、又は、桜花や「尋」だけのもの等、いろいろにつけておりました。これも、上級生にな

るに従い少なくなり、高等科生になれば成る程つけるものはありませんでした。  

（周年行事氏から抜粋）                                                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


